
■テレワーク実施段階と導入の有無 ■テレワークの導入範囲

トライアル実施段階 19 全社 10
恒常的に実施 18 特定の部門や事業所、ないしは職種19
恒常的でさらに新しい取り組みもトライアル中9 特定の事由（育児・介護等）がある者のみ13
未実施 55 導入の準備中 0

101 導入を検討 23
検討・導入の予定無し 31
その他※ 3
未回答 2

101

■テレワークの実施方式 ■テレワークの検討・導入・実施等の課題（複数回答）

終日在宅勤務 26 セキュリティの確保 52
部分在宅勤務 7 利用者の労務管理 47
サテライトオフィス勤務 6 対象業務の整理 46
モバイルワーク 11 対象者の選定・認定 39
いずれの方式も実施無し 49 利用者の人事評価の仕組みや基準34
未回答 2 勤務規程・利用規程等の整備32

101 管理者への教育 28
利用対象者への教育 19
利用システムの選定 18
検討していない 16
利用しない従業員への負担増14
システム間の連携調整 9
特にない 5
その他※ 3
よくわからない 1
未回答 1

364

■ワークスタイル変革についての経営課題認識の有無 ■ワークスタイル変革に関する論点（複数回答）

はい 59 ワーク・ライフ・バランスの向上47
いいえ 6 多様な人材の獲得や定着・活用44
どちらとも言えない 35 長時間労働の削減 40
未回答 1 生産性の向上 35

101 イノベーションの創出 22
モチベーションの維持・向上 20
グローバル化への対応 17
業務の見える化 14
コミュニケーションの活性化 11
その他※ 3
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（件）

※その他（抜粋）：

・必要に応じて人事が相談にのる

・出張時のやりとり程度

・一部対象外の部署を除く全社で実施

※その他（抜粋）：

・多用な働き方についての全社員的な理解をより進めること

・対面打ち合わせが多い為、裁量労働やテレワークの導入が難しい

・セキュリティ、レスポンス等の問題により、開発業務等で利用出来ない

※その他（抜粋）：

・管理職の意識革新

・要領が悪く残業代がつく社員の不公平

（件）

回答数：101件


